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近年、
人工知能(AI)が

注目されています



人工知能とは、機械
（人工物）に知能を

与える仕組み



たとえば、
知能ロボット



様々なロボットが実用化されています



知能ロボット（IBM 2001）



たとえば、
自動走行車



自動走行車（トヨタ自動車 2013）



たとえば、
プロ棋士に勝つ

囲碁ソフト



AlphaGo（2016）



この講義はどんな人に向いているか

• 知的な機械（知能ロボットや高度情報システム）
に興味のある人

• 知的好奇心が旺盛な人

• 1時間以上集中して人の話が聞ける人

• まじめに講義に出る人かつ「優」が欲しい人

• 大学生活をより充実したものにしたい人

• そろそろ本気を出そうかと思っている人



成績の決め方
• 講義中に問題を出します。

– よい答えを書くとよい点がもらえます。
部分点もあります。

– 解答用紙のコメント欄にいいコメントを書くと
さらに追加点がもらえます。

• 成績＝講義の点の合計

– つまり、試験はやりません。

– 4回以上欠席するとたいてい不可になります。

– 15分以上遅刻した場合は欠席とみなします。

• 成績に不満のある人は、長尾までご連絡ください。

– 連絡先 nagao@nuie.nagoya-u.ac.jp



知識処理とは何か？

• 何か（人や機械）を賢いと思わせるためには
何を考慮するべきか。

– 「賢さの源」は何か？

• 「知識がある」とはどういう状態か？

– 「知っている」ことの意味

• 知識を処理すると何が得られるか？

– 「知っていること」から導出できるもの



知識処理の3つのプロセス
• 知識を表現する

– 知識は複雑なデータ
– 階層構造（概念的なものから具体的なものへ）
– 規則性（因果関係などを使うと未来を予測できる）
– 論理性（「理にかなっている」とはどういうことか）

• 知識を探索する
– 知識は必要なときに探せないと意味がない。
– 知識を巨大なネットワークとして考える。
– ネット検索を少し高度にしたもの

• 知識を利用する
– 知識の主要な利用法は推論と作業の効率化
– 機械学習、情報検索、質問応答



最近の人工知能の重要なキーワード

• 深層学習（ディープ・ラーニング）

– 多層ニューラルネットワークによる機械学習

– 複数の中間層と
呼ばれる部分に
人間にはよく
わからない情報が
蓄積される。

– すべての特徴をデータ自身から導き出す

• ある意味、人間はむずかしいことを考えなくてよいので楽

– ただし、入力と出力に関する大規模なデータが必要

• まれにしか起こらない現象を学習できない。



データ処理と知識処理の違い

• データには決まった型がある
（整数、実数、文字、ベクトル、行列、グラフ）

• 知識には決まった型がない
（複数のデータの任意の組み合わせ）

• 自分の表現したい知識の型を決める
（知識の枠組みを考える）ところから始まる



知識処理とは何をする学問か？
• 機械あるいは人と機械を含むシステムに
高い知能（あるいは賢さ）を与える仕組みを考える。

– 1. 知能あるいは知識処理の理論化

• 知能や知識を厳密に定義し、理論的な基盤を作る。

– 2. 知識処理の仕組みの構築と知能の実現

• 定義や理論に基づいて、知識を構築し知能の実現を図る。

– 3. 具体的なシステムへの応用

• 知能や知識が具体的に何の役に立つかを検証する。

– 4. システムを改善する工夫

• 実現したシステムがいくら賢くなっても、処理が複雑になって
速度が遅くなると役に立たない場合があるので改善する。



知識処理の応用（1/2）
• たとえば、「エージェント・システム」

– 「賢い」機械ならば人間の作業をうまく支援できるはず。

– エージェント技術
• 人間の知的な作業を代行する技術

– エージェント技術の応用
• 意思決定支援

– 不確定の条件の下でどのような選択肢を選べばよいか。

• コミュニケーション支援
– いつ誰とどのような内容でコミュニケーションすべきか。

• 日常生活支援
– ある製品を最も安く買う方法、食べたいものを最もおいしく
食べられるお店、好みに合う音楽や本などを推薦する。



知識処理の応用（2/2）
• たとえば、「インテリジェントWeb」

– Webが今よりも「賢い」ならば、できることはもっと多いはず。
• 質問応答：多くの人は大量の検索結果ではなく、
質問の「答え」を求めているはず。

• サービス発見：ネットで「できること」のうち
どれが今の自分の要求に合っているかを知りたい。

• 情報推薦：機械に「その時点で知らなかった、有益な情報」を
教えてもらう。

– コンテンツの個人化
• 個人の専門分野や興味の対象、その他の都合に応じて、
コンテンツを適合させる技術が求められている。

– 社会的活動の基盤
• 多くの人の多様な意見がネットで見れるのはよい。
では、どうすれば社会がもっと良くなるのだろうか。



知能ロボットの例

個人用知的移動体



個人用知的移動体の自動走行（2011）



安全な乗り物を目指して



講義資料はダウンロードできます

• URLは、以下の通り。

–http://www.nagao.nuie.nagoya-u.ac.jp
/syllabus/knowledge_proc.html

• メールでの質問も受け付けます。

–nagao@nuie.nagoya-u.ac.jp



今日の問題
• あなたが「人工知能に期待するもの」
は何ですか？

–高度な人工知能が完成したら、それに
どんなことをさせたいですか。

• できれば、人間が不要にならないような、
つまり、機械にやってもらうのが適切なもの

–何でも構いませんので、理由を添えて
簡潔に説明してください。
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